


































































































ころによって1750m 付近までブナが林冠を構成している(図 3，図 4 a) 0 
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図 5 トランセクト A における植生および地表付近の巨喋分布の標高変化
m 付近で，ややシナノザサの被度が小さ くなるが，林冠層の優占種の変
化ほど顕著ではなかった。
林相と磯の分布が変化する 1730m 付近より上方と下方のそれぞれ 5箇
所ずつにおいて斜面傾斜を計測すると，上方では平均27度 (22度~31度)
であるのに対して，下方では平均36度 (33度~40度)であった。 また ， 1730 
m 付近には露岩からなる小崖が存在するのが観察された。
トランセクト B ( 図 6 )では， 1650~1680 m と 1700~1710 m の調査区
において，登山道内に磯はほとんど観察されず， 1730 m より上方では磯
径が10 cm を超える 巨礁が 目立つ ようになった。登山道における礁の被






















1650~1720 m の調査区には林冠層にブナが優占する林分が存在 した。
それより 上方では亜高山帯の針葉樹林が発達していたが， 調査区外の登山
道から離れた場所には1760m 付近までブナ林冠木が観察された。針葉樹
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